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80年代を疾駆した「ギャル」 死語の見出し３ 

■新編集講座 ウェブ版 第５０号 2016/４/１５ 
毎日新聞社 技術本部長（元・大阪本社編集制作センター室長） 三宅 直人 

 

この「新編集講座ウェブ版」では、これまでに、「消えた『アベック』」（第４号、２０１４年５月１５日）、「ナウいヤングは今

どこに」（第２３号、１５年３月１日）と、「死語の見出し」を取り上げてきました。今回はその第３弾です。「アベック」とは

「ヤング」男性と「ギャル」の交際で生まれる――そう考え、「ギャル」見出しを、主に1980年代の紙面から紹介します。 

 

■ どんな人がギャルなの 

「ギャル」は、英語の girl（ガール、「少女」の意）の俗語です。

若い女性全般を指していましたが、後に派手な装いや奇抜な言動を

する特定の女性を指すようになった、ともいいます。 

今でも完全に死語というわけではなく、最近の紙面にも登場して

います。社内の記事データベースで検索したところ、今年に入って

からも、見出しとしての使用例がいくつも見つかりました。 

ただ、最新例の「ビリギャル」＝右図①＝は固有名詞（この例では

映画の題名）だし、「渋谷のギャル店員」＝右図②＝は、取り上げた

人物の経歴を表現しており、少し距離を置いた使い方と言えます。 

実際、１年ほど前には「どんな人がギャルなの？」という記事＝

右図③＝が出て、「ギャルって何？」

という質問まで掲載されています。

必ずしも「ギャル」の意味が社会に

共有されていないようなのです。 

 

■ 昔文化人、今ギャル 

私が入社した 1981 年のころは、

もっと普通に「若い女性」の代名詞として、「ギャル」が使われて

いたように思います。記事データベースを調べてみると、80年代は

「ギャル」を見出しにした記事が山のように見つかりました。 

86年の記事では、「昔文化人 今ギャル」＝右図④＝の見出しで、」

軽井沢の主役が文化人ら別荘族から「ハイファッションのギャル」

に変わった、と記されています。ファッションでいえば、関西では

トラの毛を身につけることが、阪神タイガースファンの「ギャルの

お守り」＝右図⑤＝になっているという 85年の記事もありました。 

医療健康関係では、82年の「体育の日」に、女子大生が数十㌔㌘

の缶詰をかつぐ「ヘルシーギャル力比べ」＝右図⑥＝がありましたし、

世代別の献血者数をまとめた85年の記事では、「献血盛んな 10 代

ギャル」＝右図⑦＝の見出しがついています。この献血の例など、10

代女性をひとくくりにして「ギャル」と表現していました。 

驚いたのは、「テニスギャル２人死ぬ」＝右図⑧＝という、84年の

自動車事故。テニスに向かう10代女性２人が亡くなった自損事故で

すが、記事には職業が記されているだけで「ギャル」の文字は見当

たりません。あえて「ギャル」を見出しにしなくても、と思います。 
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■ 省エネも、労組も、ギャル 

80年代の新聞を見て気づくのは、ファッションやイベントのよう

な「軟らかい」記事だけでなく、政治や経済のような「硬い」記事

にも、「ギャル」が見出しや本文に登場していることです。 

たとえば84年の「省エネ運動 ギャルもひと肌」＝右図⑨＝がその

一例。政府の省エネ運動のポスターに女性が初登場したことを取り

上げていますが、見出しの「ギャル」はともかく、記事の「ピチピ

チギャル」は、今ならセクハラと言われるかもしれません。 

86年の「ギャル労組員」＝右図⑨＝も興味深い記事です。先に解説

しておくと、見出しの「斜党」とは社会党（現・社民党）のことで、

党勢が斜陽傾向にあることを「ピサの斜塔」に引っかけて皮肉った

表現（つまり「傾いている」）ですが、「総評」（後に「連合」に

合流し解散）の 30 歳以下の労組員アンケートを報じる際、記事で

も見出しでも、女性のことを「ギャル」と表現しています。 

 

■ 77 年に初めて登場 

この「ギャル」は、いつ紙面に登場したのでしょうか。記事デー

タベースを見る限り、77年の「女性トリオ歌手『ギャル』デビュー」

＝右図⑪＝が初出でした。当時私は京都在住の大学生。関西フォーク

に傾倒していて、アイドルはよく知らず、記憶にありません。 

79年には「秋冬のヘアモードは『ギャル』」＝右図⑫＝というファ

ッション記事が登場しました。読者になじみのない言葉だったとみ

え、「ガールの俗語」「未婚の女性」と解説しています。 

80年には、テレビ欄に「ラジオギャル日記」＝右図⑬＝というコラ

ムが連載されました。普通名詞的に「ギャル」を用いた、たぶん第

１号の記事だと思います。TBSラジオのディスクジョッキー（司会

者）が執筆者です。ちなみに同じ日のテレビ欄から NHK テレビの

「ニュースセンター9 時」を引用しました。キャスターは小浜維人

さんと言えば、時代が分かるでしょうか。もっとも、大学生だった

私は、下宿にテレビがなかったので、見たことはありませんが。 

 

■ スタンドＧＡＬ 

70 年代後半に登場し、80 年代に一

世を風靡（ふうび）した「ギャル」は、

90 年代に入っても、「コギャル」＝右

図⑭＝や「オヤジギャル」＝右図⑮＝のよ

うな派生形を生んでいきます。 

実は私も、新人だった宇都宮支局時

代、「スタンド GAL」という、チアガ

ールの写真入り記事＝右図⑯＝を書きま

した。夏の高校野球の県予選、「選手

だけでなく、応援風景も取り上げよ」というデスクの指示です。都

市対抗野球のコラム「ギャルたちの球宴」＝右図⑰＝と同じ狙いです。 

今なら不審者扱いされるかもしれませんが、当時は引率の先生も

チアガールも協力的で、半逆光のアングルを狙ったり文章に凝った

り、大真面目だったものです。さすがに写真の再掲は控えますが、

「心は日差しよりも熱い」など、今読み返すと赤面の至りです。 

■ オヤジギャルと高金利 

左図は、「新語・流行語大賞」

の「新語銅賞」に「オヤジギャル」

が選ばれたことを伝える 90 年の

記事です。生みの親で漫画家の中

尊寺ゆつこさんは、残念なことに

若くして亡くなられました。 

脱線すると、同じページに載っ

た、国債の広告（日銀）は驚き。

利回り 6.799％。マイナス金利の

現在とは、隔世の感があります。 
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